
 原子力の民生利用と核兵器
    〜不拡散の取り組み強化〜

会場　渋谷区消費者センター ５階 第1会議室     
東京都渋谷区渋谷1-12-5     渋谷駅 宮益坂口  徒歩５分

'09 ７.７（火）

 ICNND日本NGO連絡会   第3回公開セミナー

18：30 ～ 20：30

◎ 報告と問題提起
　勝田 忠広さん （明治大学講師）
　 　「原子力と核拡散のつながりの基礎知識」

　西尾 漠さん
 
（原子力資料情報室共同代表）　  「原子力の将来動向：特に核不拡散の観点から」

    鈴木 達治郎さん
                      （東京大学公共政策大学院客員教授）

　  
「核不拡散を強化する対策」

◎ ディスカッション　
◎ 参加費：８００円 （学生：５００円） 

　　　　　　　　　　　　　
（事前申し込み不要)

明
治
通
り

宮益坂下

〒
渋谷局

渋谷消費者センター
渋谷商工会館
03-3406-7641

野村證券

渋谷東急イン

東映プラザ

渋谷駅

ハチ公 ※渋谷駅宮益坂口を出て、「宮
益坂下」交差点を対角線に渡
る。明治通りを原宿方向に直
進し、一つ目の路地（野村證
券）を右折、上り坂を50メー
トル行くと右側。徒歩5分。

至原宿

　いま、国際的な核廃絶の機運が高まる一方で、新た
な原子力発電計画を発表する国は後を絶ちません。イ
ランや北朝鮮の例から周知の通り、今の国際的核不拡
散体勢は穴だらけであり、原子力の民生利用の増加は、
核不拡散にとって大きな挑戦となります。
　日本政府は、核不拡散を確保するために、IAEA 保障
措置（safeguards）、原子力安全（nuclear safety）、
核セキュリティー（nuclear security）の頭文字を使っ
て「3S」というスローガンを掲げ、原子力産業の海外
進出を後押していますが、他方では 3S についても原
子力ビジネスについても楽観的すぎるという見方があ
ります。
　核軍縮・核不拡散と原子力の民生利用の両立は、は
たして可能か。原子力発電は本当に「復興」するのか。
原子力の民生利用が当分続く中で不拡散の取り組みを
どう強化すればいいのか。今回の第３回セミナーでは、
これらの問題について議論を深めたいと思います。

核不拡散・核軍縮に関する国際委員会（ICNND）
08年、ケビン・ラッド豪首相の提唱を受けて、日豪政府主導で立ち

上げられ、ギャレス・エバンス元豪外相、川口順子元外相の両議長

を含む15 ヶ国15人の国際委員と、29人の諮問委員が任命されてい

る。昨年10月のシドニー、本年2月のワシントンD.C.、6月のモス

クワに続いて、今後、10月の広島での会合を経て、2010年1月には、

核不拡散条約（NPT）再検討会議に向けて、報告書をとりまとめる

ことになっている。
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